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１．目的１．目的１．目的１．目的        

 鉄筋コンクリート部材に高強度コンクリートを用いることで，高品質化を図り，経済性，施工性の向上も期

待できると考えられる．本報告では，ＲＣディープビームに高強度コンクリートを用いた場合のせん断耐力に

ついて，載荷実験結果をもとに検討することとした． 

２．実験の概要２．実験の概要２．実験の概要２．実験の概要        

供試体の形状，諸元を図１および表１に示す．供試

体は単純梁供試体で 2 点対象単調載荷とし，せん断ス

パン比 a/d をパラメータとして No.24～27，45 の 5 体

の実験を実施した．いずれも，スターラップは配置し

ていない．供試体はいずれも荷重の増加とともにスパ

ン中央付近に曲げひび割れ

が発生し，続いて斜めひび

割れが生じ，腹部のコンク

リートが圧壊して荷重が低

下した．供試体にはディー

プビームとしては比較的

a/d の大きいものも含まれ

ている．No.45（a/d＝2.5）

では，斜めひび割れ発生時

に 10％程度の荷重低下が見られたが，その後荷重が増加し他の供試体と同様の破壊形態となったため，特に

区別せずに検討を行った．また，表１には，既往の研究 1)より同様の破壊形態のもの 3 体を併記した．なお，

いずれも引張鉄筋には USD685を用い，鉄筋は降伏していない．各供試体の最大せん断力 Vmax を表１に示す． 

３．コンクリート強度の影響３．コンクリート強度の影響３．コンクリート強度の影響３．コンクリート強度の影響        

a/d＝0.5～1.5 の供試体の，コンクリート圧縮強度 f’c と最

大せん断応力度τc（＝Vmax／(b･d)）の関係を図２に示す．

図には，f’c＝23～29N/mm2 程度の普通コンクリートを用い

た同様の供試体の実験結果 2)も合わせて示した．f’c の増加

とともに，τc は大きく増加した．また，a/d＝1.5 の供試体

では，f’c＝ 80～120N/mm2 程度の範囲内でも，f’c の増加と

ともにτcが大きくなる傾向が見られる．これは，a/d が比較

的大きくせん断引張破壊となる場合に，f’c の増加に対して

せん断耐力が頭打ちになる傾向が見られること 3)と異なる． 

ディープビームの場合は，その破壊形態からせん断耐力に 

コンクリートの圧縮強度の影響が比較的大きくなるため， 

コンクリート圧縮強度の増加がせん断耐力の向上により大きくつながるものと考えられる． 
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図１ 供試体概要（No.24～27，45）（mm） 

表１ 供試体諸元およびせん断耐力の実験値と計算値 
No. b 

(mm) 
d 

(mm) a/d f’c 
(N/mm2) 

pc 
(%) 

Vmax 
(kN) 

Vcal1 
(kN) 

Vcal2 
(kN) 

24 300 400 0.5 80.6 2.14 1958 1941 1454 
25 300 400 1.0 76.4 2.14 1403 1170 915 
26 300 400 1.5 78.3 2.14 904 732 566 
27 300 400 2.0 77.8 2.14 752 474 361 
45 300 400 2.5 97.2 2.14 345 379 274 

TK98-21) 350 400 1.5 95.7 2.27 1225 994 744 
TK98-121) 350 400 1.5 122.7 2.27 1347 1173 842 
TK98-131) 350 400 1.5 107.9 2.27 1088 1076 790 

 ※f ’c：コンクリート圧縮強度，pc：引張鉄筋比 
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図２ f’c とτc の関係 
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４．せん断耐力算定方法の検討４．せん断耐力算定方法の検討４．せん断耐力算定方法の検討４．せん断耐力算定方法の検討        

各供試体のせん断耐力を，式(1)に示す既往のディープビー

ムのせん断耐力算定式 4)（Vcal1）ならびに式(2)に示す土木学

会コンクリート標準示方書のディープビームのせん断耐力算

定式 5)（Vcal2）を用いて計算した． 

  Vcal1＝
2

3/2

/1
/33.311'24.0

da
drpf cc b･d    (1) 

  Vcal2＝
2

4/13/12/1

/1
/1000'95.0

da
dpf

v

cc b･d      (2) 

ここに，av＝a－r，r ：載荷板幅(mm) 

計算結果を表１に，a/d と Vmax/Vcal1 の関係を図３に，a/d と

Vmax/Vcal2 の関係を図４に示す．Vcal1では，実験値は計算値より

も平均で 17％程度大きくなったが，f’cに特に制限を設けずに

式(1)を用いても，実験値を概ね安全側に評価できることがわ

かる．また，Vcal2では，計算値は実験値よりもかなり過小に評

価する結果となった．これは，f’c の影響を式(1)では 2/3乗で

考慮しているのに対し，式(2)では 1/2乗で考慮しているため

このような違いとなっているものである． 

次に，式(1)を用いて Vmax から a/d の影響を逆算し，式(3)

によりβa（＝1/{1+(a/d)2}）を計算した． 

βa＝Vmax／{0.24･f’c
2/3･(1+ cp )(1+3.33r/d)･b･d}  (3) 

a/d とβa の関係を図５に示す．全体的に実験値のほうがやや

大きいが，a/d とせん断耐力の関係については式(1)によって

概ね評価できているものと考えられる． 

５．ま５．ま５．ま５．まとめとめとめとめ        

高強度コンクリートを用いたディープビームの載荷実験結

果から，以下のことが明らかになった． 

(1) ディープビームに高強度コンクリートを用いると，普通

強度を用いた場合に比べ，せん断耐力が大きく増加する． 

(2) 既往のディープビームのせん断耐力算定式を適用しても，

せん断耐力を安全側に評価できる． 

(3) a/d とせん断耐力の関係は，既往の算定式でほぼ妥当に

表すことができる． 
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図３ a/d と Vmax/Vcal1 の関係 

図４ a/d と Vmax/Vcal2 の関係 

図５ a/d とβa の関係 
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